
　

１　

応
募
資
格

庄
原
市
内
に
住
所
が
あ
る
中
学
生
以
上
の
方

　

２　

募
集
期
間

９
月
５
日
㈮
～
10
月
10
日
㈮

【
当
日
消
印
有
効
】

　

３　

応
募
形
式

●
１
つ
の
応
募
に
つ
き
、
５
か
条
以
内
と
し

ま
す
。

※
前
文
は
庄
原
市
市
民
憲
章
策
定
委
員
会
で

作
成
し
ま
す
。

●
応
募
者
自
ら
が
作
成
し
、
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

［
注
意
事
項
］

①
１
人
に
つ
き
応
募
用
紙
１
枚
と
し
、
１
回

の
み
の
応
募
と
し
ま
す
。

②
作
品
は
著
作
権
を
侵
害
す
る
恐
れ
の
な
い

も
の
に
限
り
ま
す
。

③
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
庄
原
市
に

帰
属
し
、
作
品
を
補
正
や
合
作
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

④
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

⑤
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
市
民
憲
章
策

定
事
務
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

４　

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
室
へ
提
出

す
る
か
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

　

応
募
用
紙
は
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
総

務
室
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

５　

郵
送
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

庄
原
市
総
務
課
行
政
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
３

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
72
‐
３
３
２
２

メ
ー
ル　

soum
u-gyousei@

city.shobara.
hiroshim

a.jp

※
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
受
付
は
24
時

間
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
や
窓
口
提
出

は
、平
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。

　

６　

そ
の
他

　

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
の
方
に
記

念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。当
選
者
の
発
表
は
、

記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

募集
総務課行政係　☎０８２４‐７３‐１１２３

Shobara Citizen's Charter that recruits

　庄原市は、平成 27 年３月 31 日で市制施行 10 周年（合併 10 周年）を迎えます。
　現在、庄原市まちづくり基本条例を制定し、市民の参画と協働による「市民が主役のまちづくり」を進めてい
ます。10 周年を機に、郷土愛の醸成とさらなる市民参加による一体感のあるまちづくりを進めるため、市民の
理想と生活行動規範を示す『市民憲章』を制定します。
　この市民憲章は５か条構成とし、前文を除く条文の文案を募集します。（前文は庄原市市民憲章策定委員会で
作成します。）
　制定にあたっては、おおむね次の事項を具備したものを対象とし、応募されたものを参考に、「庄原市市民憲
章策定委員会」で検討の上、決定します。

　（１） 庄原市まちづくり基本条例の理念が反映されていること
　（２） 市民にわかりやすく、唱和しやすいものであること
　（３） 歴史や文化、自然環境など、庄原らしさが反映されていること

◎
庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
つ

い
て
は
、
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
る

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
に
な
る

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

  　広報しょうばら｜２０１４．９月号｜ 12


